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阿部 擁 (日大 ･松戸歯 ･矯正)
現代人の叢生を有する不正唆合の原因を､井上
ら (1986)は食生態の飲食傾向への変化により顎
と歯の大きさに不調和が生じたためと考察してい
る.
そこで食生態を含めた環境の変化が顎骨に与え
る形Vを調査する目的で､屋久島で捕獲されモン
キーセンター犬山野撰公苑で飼育された､世代の
明らかなヤクシマサル成獣の乾燥現藍を用いて､
側貌硯郡X根規格写共を横形し計測点間距離およ
び角皮計測を行い､また､雌において歯列弓およ
び歯の計測を行い､比較検討した.
その結果.t検定による平均値の検定で第1世
代と比較しFT2世代の方が雌杜とも下顎骨休部と
下切オトガイ部とのなす角が有意に減少し､雌は
物の短縮が班められた.雌の第1世代､第2世代
および妨3世代と第4世代を合わせた群の間で正
準判別分析による群問の判別が可能であった.ま
た､雌において第 1世代と卯2世代間で､歯列
弓､歯冠近遠心幅径および上田霊長空隙の大きさ
をt検定を用いて比較した結果､歯列弓において
は上顎ではP'およびHl問相接､IIc.およびIw 間
長径が､下顎ではC.およびP8間幅径､IIMlおよび
IIM2間長径が第2世代で有意に短かった.しか
し､歯そのものの大きさでは世代間に有意差はな
かった.次に歯列弓に関して主成分分析を行った
結果.第1主成分 (サイズファクター)で世代間
の分布差を認めた.また.歯列弓帽経を歯列弓長
径で基準化し世代間の相対的な歯列弓形態の比較
を行った結果､下顎で卯2世代のC.およびP,問帽
径が狭窄LMtおよび山間描住が拡大する傾向を認
めた.
